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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・中間面接の評価表の提出締め切りは本日までとなっています。まだ提出していない人は、期限を守り、阿部Ｇ.Ｏ.Ｍまで提出する様、お願いします。記載方法が分からない方は聞いて下さい。

・青仁会ふれあい秋祭りのバザー商品の提供依頼が来ています。一人１品は出品する様にして下さい。その際は希望価格をつけて、９月２５日（月）迄に番地ＣＷまで提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　雄一様～本日11：00～14：00　御家族付き添いにて、ランチ外出に行かれています。「サンドイッチを食べてきた。」と表情良く話され、楽しく過ごされてきた様です。また、万葉集と日本の歴史の本を購入されてきた事を話されています。疲労感は無いとの事ですが、今後、身体症状の観察・確認をしていきましょう。

また、本日、排便コントロール目的の為、シンラック液１本処方となっています。排泄状況の観察・確認を行い、水分補給・腹部マッサージを促していきましょう。

＜施設入所検討＞

・伊藤　雄一様、上久保　善郎様～現在、施設入所判定中です。

・吉田　富秋様～下平ＰＳＷからの情報で、本人から、「適当な施設があれば入所したい。」との希望がありました。福祉ホームについて説明し、八戸市内にしかない事を伝えています。青風荘は現在、満床であり、他施設の空床を確認する事としています。施設が決まるまでには時間が必要な事を説明し、了解を得ています。（１ヶ月～２ヶ月では難しい。）

・小坂　君子様～今後については、本人より「ずっと病院にいたい。」と話されています。定期的に自宅へ外泊訓練を行い、炊事、洗濯等、身の回りの事は出来ている様です。現在のケアプランでは、睡眠パターンを整える事を目標としています。夜間、中途覚醒はありますが、充分な睡眠はとれている様です。今後、本人の抱えている不安は何かを話し合い、自信に繋げる様な援助をしていきましょう。また、本人が社会復帰を目指していける様に今後、担当スタッフは本人と話し合い、検討していきましょう。

＜ＳＳＴミーティング＞

○１０月より新しく短期目標の設定を行います。今後、地域で生活する為に何が必要かを患者様に考えてもらいながら目標設定をしていきましょう。また、自分にとって意味があり、達成したいと思う目標を患者様自身に具体的に決めてもらう事にしましょう。

□個人の目標設定における評価の役割

	社会適応における問題
	ＳＳＴで可能な目標

	友達がいない、社会的孤立
	定期的に会話する（たとえば毎日）

	余暇活動に興味をもてない
	少なくともレクリエーションの１つに参加する

	理不尽な要求に応える
	不当な要求を断る

	怒ったとき暴力を振るう
	怒りを適切に表現する（すなわち言葉で）

	単調に話す
	さまざまな声のトーンで表現する

	話が妄想的で脇道にそれる
	話題についていく

	頻繁に強要する
	肯定的な頼み方をする

	


＜患者様ケース検討＞

・村上　幸子様～現在、社会復帰に向けて外泊訓練の中でメニューを考え、料理を行う事を目標としています。普段はあまり会話が見られない為、スタッフ側より声を掛ける事にしています。他者との会話については「用事が無いから・・・。」と話されています。しかし、以前のリハプロで合唱を行った際に、大きな声で歌っていた事があり、歌が好きだと話されています。余暇時はホールに出てきてテレビを観る事が出来ているので、今後、話題を見つけてスタッフ、他患者様との交流を持ち、地域で生活する為の自身を持てる様に援助していきましょう。


































